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（業務名称）災害発生後の復興支援のための迅速な調査業務（スタンドバイ契約）（単独型）
（公告/公示日：2024年1月24日／公告番号：23a00913）について、以下のとおり回答いたします。

独立行政法人国際協力機構
調達・派遣業務部次長（契約担当）

通番 該当頁 該当項目 質問 回答

1 P.11 第2 6.(5)調査を通じて形成さ
れる業務について

「技術協力の入札及び企画競争に参加されることを妨げるものではありませ
ん。」とあるが、資金協力への参加は可能でしょうか。

資金協力の入札、企画競争への参加は可能です。

2 無 無 単独型応札者の中から、何名ほどがスタンバイ契約を結ぶことができるので
しょうか。

P.6 「１０．プロポーザルの評価及び契約交渉順位の決定方法（３）基
本契約締結の決定方法」に記載のとおりです。

3 20頁 「評価表（評価項目一覧表）」 類似業務の経験の提出が求められていますが、提出すべき書類に関しては従
来の第3章の際に提出している「様式4-5その1」、「様式4-5その2」、「様
式4-5その3」の三点を貴機構に提出するという認識で合っておりますでしょ
うか。

業務従事者の経験能力等につきましては、P.40の様式集にあります「様
式　プロポーザル方式（国内向け物品・役務等）」の様式２その１～３
を参考様式としていますが、「様式4-5その1」、「様式4-5その2」、
「様式4-5その3」も同様ですので利用可能です。

4 なし なし 個人コンサルタントを補強として業務従事予定者とすることは可能でしょう
か。その場合、業務実施契約（単独型）と同様に、同意書を添付すればよろ
しいでしょうか。

可能です。業務実施契約（単独型）と同様に対応ください。

5 p19 1.プロポーザルの構成と様式 1行あたりの文字数と1ページあたりの行数の制限はございますでしょうか。 制限は設けていません。

6 P.11 ５．業務日数目安及び人員体制
（想定）
(1)業務日数

「1 調査につき、事前準備 3 日、現地調査 30 日、調査後整理 10 日間、
国内バックアップ業務（衛星利用等）10 日間程度を目安とする」とありま
す。
単独型1業務に対して提案できる業務従事者数は1名のみと理解しますが、本
国内バックアップ業務も現地業務を行った単独型の業務従事者が行う想定で
しょうか。

単独型の業務従事者に行っていただく想定です。具体的な内容は災害に
よって異なるため、詳細はプロポーザル提出依頼時に明確にします。

7 P.11 ５．業務日数目安及び人員体制
（想定）
(2)人員体制及び業務日数／年
の目安

「1 調査ごとの人員体制（他の業務従事者含め）は 3 名を目安としてい
る」とありますが、これは「1調査ごとに目安として単独型業務×3が発注さ
れる」と理解してよろしいでしょうか。

単独型のみで派遣する場合はご理解のとおりです。チーム派遣型との混
合で派遣する場合はその限りではありません。

質問回答書



通番 該当頁 該当項目 質問 回答

8 11/41頁 5. 業務日数目安及び人員体制
（想定）（３）業務従事者につ
いて

ひとりの専門家が複数災害種に対応できる場合でも、ひとりにつき1提案書
という理解でよろしいでしょうか。

ひとつの提案書に合わせて記載ください。

9 20/41頁 別紙　評価表 単独型提案書における「業務の実施方針等」に関する記述が10ページ以内と
いうのは、通常の単独型5ページと比してかなり多くなっています。最大
ページ数を少なく変更いただけないでしょうか。10ページのままとする場
合、貴機構の意図・期待をご教示いただければ幸いです。

最大ぺ―ジ数を示しているだけであり、変更いたしません。複数の災害
種に対応できる方に配慮した結果です。

10 10/41頁 ３．業務の内容 （９）業務に
おける留意事項

「・他ドナーの取り組み及びリソースの活用」の文章内に、リソースの活用
に関する記載はありませんが、プロポーサルにリソースの活用に関して記載
が必要でしょうか。

プロポーザルへの記載の有無は適宜ご判断ください。

11 p.11~12  (3)業務従事者について １)～６）の分野が示されていますが、特に「６）その他共有分野」につい
ては、災害状況調査など項目が多岐にわたっています。個々の技術者におい
て１)～６）の分野の中から対応可能な分野をプロポーザルに明記するとい
う理解でよろしいでしょうか。

また、チーム型派遣の企画競争説明書p.24のマトリックスは単独型の企画競
争説明書には含まれていませんが、対応可能分野・地域のマトリックス添付
は必要でしょうか。

ご理解のとおりです。

プロポーザルの中に明記いただくことで構いません。


